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【環境審議会】会議概要 

会 議 名 令和４年度第１回環境審議会 

事 務 局 
環境部長・須藤 純二、環境政策課長・加藤 鉄也、生活環境保

全課長・志田野 隆史、足立清掃事務所長・山本 克広 

開催年月日 令和４年６月６日（月） 

開催時間  15 時 00 分から 16 時 40 分まで 

開催場所  足立区役所８階庁議室 

出 席 者 

※：オンライン参加 

※田中 充 ※百田 真史 ※水川 薫子 ぬかが 和子 高山のぶゆき 

いいくら昭二 土屋のりこ 小泉 俊夫 ※佐藤 強士 ※茂木 福美 

※中村 重男 ※植村 公彦 田島 のぞみ 工藤 信  

欠 席 者 大峽 廣男   

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

 

・令和４年度第１回足立区環境審議会資料 
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（加藤鉄也 環境政策課長） 

環境政策課長の加藤でございます。会

議に先立ち、事務局からお知らせがござ

います。今回も昨年度同様、会場とオン

ラインの併用で会議を開催いたします。

ご発言の際は、ゆっくりはっきりを意識

していただきますよう、ご協力をお願い

いたします。 

また議事録につきましては、出席委員

名および発言者、発言内容を掲載し公開

することを報告させていただきます。 

それでは田中会長、よろしくお願いい

たします。 

（田中充 会長） 

皆様こんにちは。ただ今より、令和４

年度第１回足立区環境審議会を開会いた

します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

新型コロナ感染状況も少しずつ落ち着

いてはきておりますが、まだまだ多くの

感染が都内で発生しております。引き続

き感染に留意しながらこの会議も進めて

まいりたいと思います。 

また昨年度末で環境基本計画の改定を

行うことができました。委員の皆様の大

きなご協力をありがとうございました。

御礼を申し上げます。 

本日は策定した環境基本計画を受け

て、さらに次のステージへ進むというこ

とで、ロードマップの検討に入ったとの

ことで、これについての審議が議題にな

ります。皆様の活発なご意見を頂戴した

いと思います。 

それでは早速、内容に入ってまいりま

す。本日の出席委員の確認をお願いでき

ますでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

オンラインが７名、会場も同じく７

名、計 14 名の出席となっております。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。 

今、ご報告がありましたように、委員

定数 15 名のうちオンラインが７名、会

場が７名、計 14 名の出席ということで

ございますので、本日の審議会は成立し

ていることを報告いたします。 

また審議会の公開、非公開でございま

すが、足立区審議会の設置及び運営に関

する指針におきまして、個人に関する情

報等、公にすることが不適当なものを除

き、審議会は原則公開となってございま

す。審議会において公にするべきでない

と認められるものがある場合には、審議

会の決定により非公開とすることができ

るとも定められております。今回は傍聴

希望の方がいらっしゃるようですので、

この指針に基づきますと、原則は公開し

傍聴を認めることになりますが、個別の

案件について非公開とすべきというお考

えの委員がいらっしゃいましたら、ご発

言をお願いしたいと思います。いかがで

しょうか。 

特にご意見がないようです。もし個人

情報等に関する内容がでてきたら、その

段階でまたお尋ねさせていただきますの

で、このまま公開ということで進めさせ

ていただきます。では、傍聴の方に会場

に入るようにお伝えください。 

続いて、本日の審議会の議事録署名人

でございますが、いつも大変恐縮でござ

いますが、会場にお越しいただいている

委員の中から指名をさせていただきま

す。お手数ですが、ぬかが委員、高山委

員、よろしくお願いいたします。 

それでは、配布資料の確認について事
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務局からお願いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局から配布資料の確認をさせてい

ただきます。事前に皆様にお送りしまし

た資料は本日の次第、令和４年度足立区

環境審議会資料でございます。 

次に、本日の進め方でございますが、

基本的には前回と同様でございます。ご

意見やご質問がございましたら、オンラ

インの方は挙手ボタンまたは画面に向か

って分かるように挙手をお願いいたしま

す。会場の委員は挙手をお願いいたしま

す。事務局で挙手されている方を会長に

お伝えいたしますので、会長の指名によ

りお１人ずつご意見、ご質問をお願いい

たします。その後、委員からのご意見、

ご質問が揃ったところで会長の進行で事

務局からお答えをさせていただきます。

進め方は以上でございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

本日もオンラインと会場との併用で進

めてまいりますので、大変恐縮ですが、

ご発言の際には少し大きめな声ではっき

りとご発言をお願いしたいと思います。

ご協力をお願いいたします。 

それでは、議題に入ります。まず報告

事項の１について事務局から説明をお願

いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

報告事項１頁をご覧ください。ロード

マップの構成および区の現状分析につい

て、でございます。今回、CO2削減目標

に向けて具体策をまとめたロードマップ

を 2022 年度中に策定する予定でござい

ます。予定しているロードマップの構成

と現在の区の状況の分析についてご報告

をさせていただきます。 

まずロードマップの構成でございま

す。項番１（１）、目的および位置付け

でございます。具体的な CO2削減策と実

施スケジュール、個別の施策による削減

量を示すことで、2030 年度までに区内

の CO2排出量を 46％以上削減するという

第三次足立区環境基本計画改定版に定め

た目標実現への道のりについて見える化

をしていきます。 

概要でございますが、この基本計画や

CO2排出実質ゼロ宣言等ロードマップ策

定の経緯と全体の事業実施スケジュール

やそれに伴い削減する CO2の量を示して

いきたいと考えております。 

実行体制でございますが、２頁に記載

しておりますので、後ほどご覧くださ

い。 

（４）でございます。区の特徴、強み

や弱み、CO2排出量、エネルギー使用

量、廃棄物量等、2013 年度以降の推移

や現在の取組を継続した場合の 2030 年

度の推計値を示し、その中で区全域にお

ける現状と課題、事業者としての区の現

状と課題について分析をしていきたいと

考えております。 

個別具体策でございますが、具体的な

取組内容、過去実績、今後の取組に関す

る数値目標と CO2削減量等をわかりやす

く示していきます。例えば個別的な話と

して、区民や事業者等団体への支援策、

公共施設や公用車等、事業者として区の

取組等をまとめていきたいと考えており

ます。 

項番３、区の現状と課題につきまして

は、３頁から 32 頁までに記載をさせて

いただいておりますが、今回は時間の関

係で 32 頁をご覧ください。区の部門
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別、燃料別のエネルギー使用量を一覧に

まとめたものでございます。2019 年度

の実績に基づいて概要を説明させていた

だきます。 

それぞれの状況について見ていただき

ますと、産業部門では電力が約半分を占

めているのが特徴です。家庭部門につき

ましては、LPG、都市ガス、電力で

9,000TJ のうち 8,000TJ 以上を占めてお

り、ガスと電力の消費が多いという傾向

が見て取れるかと思います。業務その他

部門についても、電力が非常に多いとい

う状況になっております。運輸部門に関

しましては、ガソリン、軽油が非常に多

くなっています。 

この傾向を受けまして、今回追加で資

料を出させていただいた、区の方向性に

ついてご覧いただいてよろしいでしょう

か。こちらで足立区の課題と対策の方向

性についてご説明させていただきます。 

まず産業部門ですが、電力使用が約半

分ということで、特に製造業の太陽光等

再エネ設備の導入や自家消費や省エネ機

器への入れ替えが有効な施策と考えてお

ります。家庭部門、業務部門につきまし

ては、電力とガスが大半を占めておりま

すので、まず電力に関しましては、屋根

置きの太陽光パネルの設置、それができ

ない方には再エネ電力活用の促進が必要

だと考えております。ガスについても排

出係数の低いエネルギーの活用や、電化

等が必要です。運輸部門では、ガソリン

を減らしていくために EV の導入と使用

の削減も今後検討していきたいと考えて

おります。EV の導入に関しましては、

電気自動車購入の促進とともに充電設備

等必要なインフラを整備していければと

思います。また自家用車保有や使用の縮

小に向けた環境の整備も同時に考えてい

く必要があります。当然、車を使うこと

もございますので、持つのではなくカー

シェアをしていくとか、公共交通機関や

自転車の利用を促進していくということ

が大きな効果を生むと考えております。

さらに廃棄物ですが、プラスチックの分

別や食ロスの対策等ごみの減量に取り組

んでいきたいと考えております。 

続いて公共施設における方向性でござ

います。まずエネルギーの使用に関しま

しては、省エネを徹底していくことは当

然のことですが、さらに創エネにも取り

組んでまいります。具体的には公共施設

の改修と合わせた計画的な省エネ改修や

再エネ設備の導入、また、新築、改築の

施設は ZEB 化を検討していきたいと考え

ております。 

電力使用に関しましては、再エネ

100％電力への切り替えを進め、公用車

につきましては、EV の導入や使用の削

減を進めていきたいと考えております。

さらに廃棄物の削減ですが、まずペーパ

ーレス化を推進していくことと、事業者

としてプラスチックの使用を削減してい

きたいと考えております。 

該当する資料頁につきましては、一番

右に資料記載頁がございますので、参考

にご覧いただければと思います。事務局

からの説明は以上でございます。 

（田中充 会長） 

資料の本編の３頁から色々なデータが

載っておりますが、ここのご説明はよろ

しいですか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

それでは３頁以降についても簡単に説

明させていただきたいと思います。 

まず３頁につきましては、足立区の基
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礎データとして人口や世帯数等を記載し

ております。ご覧いただくと、平均の世

帯人員が徐々に減ってきているのが大き

な傾向でございます。さらに人口を細か

く見ると、年齢別の構成としてやはり高

齢者の比率が少しずつ高くなり、年少者

人口が減少傾向にあることがわかりま

す。 

４頁をご覧ください。事業所の従業者

数別の割合では１名から４名のいわゆる

零細といわれる事業者が 59.7％を占め

ているところが特徴といえます。 

続いて５頁でございます。工場数が減

少している一方で、製造品出荷額等は概

ね近年横ばいで推移しているところでご

ざいます。自動車の保有台数ですが、一

般的に自動車離れと言われていますが、

足立区では総保有台数はほとんど変わっ

ていません。 

続きまして６頁をご覧ください。区全

体の部門別の CO2に関してですが、平成

25 年度の 255 万トンに対し、令和元年

度には 206 万トンまで下がってきていま

す。ただ部門別に見ていただくと、横ば

いの部門や下がってきている部門が見て

取れると思います。 

７頁をご覧ください。こちらは細かい

話になりますので、省略させていただき

ますが、省エネルギーや再生可能エネル

ギーの拡大等の分野について課題を整理

している部分でございます。 

続いて将来の推計をどのように出して

いくかというのが 10 頁になります。10

頁の折れ線グラフの実線部分が 2030 年

度の目標値になります。点線部分が今の

施策を続けていくとこのぐらい減るとい

う推計値になります。実線と点線の差の

部分を、新たな施策でどのように減らし

ていくかを考えていくことが、ロードマ

ップの考え方、施策の組み方になってく

ると考えております。事務局から追加の

説明は以上でございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

見ていただくと、12 頁、13 頁はごみ

の関係で、燃やすごみや食品ロス、14

頁以降は公共施設の関係で、公共施設で

どれだけ温室効果ガスを排出しているか

という基礎データをまとめていることに

なるかと思います。公共施設について

は、事務事業編という部分で今回のロー

ドマップと併せて整理をするということ

で理解をしております。 

それではご質問がある方がいらっしゃ

いましたら、まずオンラインから挙手を

していただいて、続いて会場をお願いし

たいと思います。オンラインの委員はい

かがでしょうか。特に挙手がないようで

すが、会場はいかがでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

ぬかが委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

ぬかが委員、お願いいたします。 

（ぬかが和子 委員） 

１つが、７頁の CO2削減に向けた課題

のまずトップに、区民・事業者の持続的

な省エネ行動につながる行動変容策が必

要ということがありますが、これは本当

に大事だと思います。第三次環境基本計

画もそうですけれど、今回のゼロ宣言の

ロードマップにしても、足立区が取り組

んでいるということを太く大きくどう突

き出せるかということになると思いま

す。それが本当に分かると、この行動変

容にもつながってくるのではないかと思

っていますので、そういった点でこの辺
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りをどう膨らましていこうとしているの

かお聞きしたいと思います。 

次に第三次環境基本計画が策定されて

区民の方々にアピールすべきリーフレッ

トがまだできてないと思いますが、それ

も早急に作っていただきたいです。これ

は３年間の計画なので、あっという間に

過ぎてしまって、きちんとしたものが出

た頃には次の見直しといったことになら

ないように、早急にやってほしいと思っ

ていますので、よろしくお願いします。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

行動変容の具体的な方策ということで

お尋ねいただいたかと思います。それで

は、他の委員はいかがでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

田島委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

田島委員、お願いいたします。 

（田島のぞみ 委員） 

こんにちは。田島と申します。 

この度は様々な資料をありがとうござ

いました。私が聞きたいことは２点ござ

いまして、８頁の廃棄物のところで、生

ごみの焼却処理のエネルギー効率を悪化

させる要因となるため、食品ロス対策等

による減量を図る必要があると書いてあ

りますが、具体的に食品ロス対策等とい

うのはどういったことをされているので

しょうか。私はコンポスト事業にすごく

興味があって、一区民からの要望です

が、どういうふうに使われている方がい

るといった声が聞けたらすごくありがた

いと思いました。 

もう１点は、CO2吸収のところです。

既存の緑の保全とともに緑化の推進を図

ることが必要と書いてありますが、具体

的に今区でされていることがあったら教

えていただきたいと思いました。 

これはデジタルと関係するのかもしれ

ませんが、区内には農家が結構多いと思

っていて、そういう農家を応援する事業

があればお聞きしたいと思いました。以

前、新聞で農地が CO2を吸収するという

記事を読んだことがあって、特に環境に

やさしい有機栽培をしている農家などを

応援してほしいと個人的に思いました。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

それではお尋ねの点、事務局からお答

えいただいてよろしいでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

ぬかが委員の行動変容についてのご意

見は、すごく重要であると考えていま

す。区の取組としましては、普及啓発事

業をまずしっかりやっていきます。本年

度の特徴的なこととしては大きなイベン

トがコロナ禍で難しかったので、例えば

身近な家電量販店やスーパーでパネル展

示をすることで、興味がない人にも目に

付く機会を増やしていきたいと考えてい

ます。今までも継続していた、特に子ど

もたちへの環境に対する事業について、

今年度は鋸南の臨海教室の中で海に関す

る環境事業を実験的に取り組んでみたい

というのと、日常的に小学校の出前講座

を行って、子どもが理解して家に帰って

親に話していくという流れができればと

考えているところでございます。 

もう１つの区民の方へのリーフレット

は急いで作っておりますので、もうしば

らくお待ちください。 

続いて田島委員の生ごみの処理につい

てです。まず食品ロス対策でございます
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が、去年も食品ロスの普及啓発として、

冷蔵庫を整理すると食品が効率よく使え

る等、ご提案をさせていただきました。

もう１つ質問のあったコンポスト、いわ

ゆる生ごみ処理機の普及啓発で、実例に

関しては確かに今までやったことがない

ので検討したいというのと、コンポスト

の難しいところが足立区は都市部ですの

で、堆肥の生産量が自分の家の消費量を

上回って堆肥が余ってしまうこともある

ので、生ごみの水分をしっかり取ること

でごみの減量になるということもしっか

り区民の方にお知らせをしていければと

思っています。資料に書いてあるとお

り、生ごみは水分がほとんどですので焼

却効率を落としてしまうという課題がご

ざいます。 

（工藤信 委員） 

副区長の工藤です。 

私の方から農地の保全について今やっ

ていること、これからやれることをご説

明します。もともと農地があるところで

区民農園として何とか活用できないかと

いうことで今取組を行っています。今ま

では大きい農家の生産緑地になっている

ところでしたが、今後は小さい農地も含

めて、農業振興プランでは年間 140 区画

の区民農園を増やしていくという非常に

ハードルの高い目標がありますが、何と

か少しでも近づけられるようにと思って

います。 

それと１か所かなり広い農地が舎人の

方にありますが、単純にそこを買って公

園にするのではなくて、農地として活用

できる取組を行っているところでござい

ます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。今お尋ねいた

だいた委員、追加でいかがでしょう、他

の委員でも構いませんが、いかがでしょ

うか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

ぬかが委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

ぬかが委員、お願いいたします。 

（ぬかが和子 委員） 

区が今年やろうとしていることはある

程度わかっているうえで、要望も兼ねて

申し上げたのですが、実は行動変容につ

ながるという点では区の建物の ZEB 化も

非常に大きいと思っています。日本初の

ZEB 認証をされた開成町の庁舎を調査し

てきたのですが、区民の方が行く庁舎で

ZEB が見えることが非常に大きいと感じ

ました。木材をいたるところに使いなが

ら基本的には省エネを重視して、特殊な

ものは使っていないけれども断熱材を多

めにするなど、効果的に色々な工夫をし

て、50～75％削減という庁舎を誕生させ

たということでした。このように大幅な

省エネと創エネを合わせてエネルギーを

実質ゼロに近づける、そういう建物を造

れるということを区民の方が気軽に行っ

てわかる施設が必要だろうと思います。

小さい建物でもいいので区の建物をモデ

ルにして、区民の方に見てもらえるよう

にすることが大事だと思います。ぜひお

願いしたいと思います。 

また開成町の庁舎の自販機は、ペット

ボトルは１つも使っていませんでした。

海洋プラスチックやプラスチックごみの

問題があるので、完全にリサイクルでき

るアルミ缶もしくは紙という条件を付し

て入札し、庁舎の自販機については実現

したということでした。これも環境部だ

けでできることではないですが、庁舎の
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中で環境にすごく気を遣っている、配慮

しているということが区民の方に見えな

いと行動変容と言っても口だけに聞こえ

てしまいます。区の本気度が見えない

と、せっかくゼロ宣言してもしたことす

ら分からないと思うので、この２つをぜ

ひ入れ込んでいただきたいということ

を、先ほどのお答えを受け要望いたしま

す。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

要望ということで承りました。それで

はオンラインの中村委員、お願いいたし

ます。 

（中村重男 委員） 

先ほどぬかが委員から行動変容につい

ての重要性ということで意見がありまし

たが、私もここは大変重要だと認識して

います。家庭部門が４割を占めていると

いうことですので、家庭部門の省エネを

ぜひ推進していただきたいのですが、具

体的な家庭へのメリットがどの程度ある

のか見える化をしていただいて、区民に

情報提供してほしいと思います。例えば

チェックシートで数字を入力するとどの

程度節約できるのかといったものを使っ

ていただくとか。 

もう１点は、地域コミュニティをぜひ

活用して連携をしていただきたいです。

たまたま今年、私がマンション管理組合

の役員になって自治会の担当になりまし

て、自治会の役割というのは非常に重要

だと認識しております。ですから区の方

から省エネ行動によって家計へのメリッ

トがあるということを地域コミュニティ

と連携をしていただいて、効果がある施

策を実施していただきたいと思います。 

（田中充 会長） 

ご発言をありがとうございました。省

エネ行動、特に家庭での普及についての

ご意見をいただきました。 

他にいかがでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

いいくら委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

いいくら委員、お願いいたします。 

（いいくら昭二 委員） 

今後はやはりロードマップの策定が重

要になるということで、先ほども説明が

ありましたように何もやらない場合との

差をどのように埋めていくかが重要にな

ると思います。今回のロードマップは議

会でも話になっていて、大切な工程表に

なると思いますので、２頁の策定の体制

について、どのような形で業者にお任せ

されて、それがどのようにこの審議会等

に報告されるのかついてお伺いしたいと

思います。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

今回のロードマップ策定の進め方とい

うことのご質問だったかと思います。そ

の前の中村委員、ぬかが委員はどちらか

というとご意見かと思いますが、そこも

含めて事務局お答えいただいてよろしい

でしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

ペットボトルを入れない自販機や、区

施設で ZEB 化をできないかということに

ついては、庁内の調整も含めてしっかり

やっていきたいと思います。行動変容に

ついて、メリットを情報提供してほしい

ということですので、これに関してもホ

ームページやパネル展などで何かできな

いか考えていきたいと思います。 
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地域コミュニティを使ってほしいとい

うご要望に関しても地域に出向いて環境

の講座を実施したり、ご協力のお願いを

しているところでございます。また再エ

ネ 100 電力についてもマンションの管理

組合を通した情報提供など、いろいろ工

夫しながら皆様に知っていただくという

努力をこれからもしていきたいと思いま

す。 

続いてロードマップの策定の体制につ

いてでございますが、まず区全体の区域

施策編については、コンサルに入ってい

ただいていますので、区の特性や現状を

踏まえた施策の提案をまずしていただく

ということです。ただそれだけでは区の

ことをなかなか分かっていただけないか

と思いますので、今回は３頁から 32 頁

で区の基本的な数字や特徴をしっかり分

析するということに時間を取らせていた

だきました。 

さらに区とコンサルだけでやるという

のではなくて、しっかり事業者とも連携

していきたいと思います。エネルギー等

事業者と連携による事業実施ということ

で、今回のロードマップは具体的な施策

になりますので、単に絵に描いた餅では

なく、例えばカーシェアはこのように進

めていきましょうなど具体的に考えてい

ければと思います。再エネ 100 電力につ

いては区で PR するだけだとなかなか区

民の方に届かないので、色々な方法を使

っていきたいと思っています。また、区

内の企業からこういうことやってみたい

とを言っていただければ、サポートでき

る仕組みも今後考えていきたいと思って

います。 

区と今回委託したコンサルとでやるだ

けではなくて、色々な団体と連携するこ

とと、区の特性や現状の数字をしっかり

捉えて分析していきたいということに加

えて、環境審議会でご提言いただいて生

かせるものはしっかり生かしていきたい

と考えております。 

公共施設については、環境部だけでで

きることではないので、公共施設環境対

策会議の各ワーキンググループに協力を

依頼しながら公用車の導入や施設の ZEB

化についてしっかり検討していければと

考えております。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

ご発言をいただいた委員よろしいでし

ょうか。不十分なことがあったら再度ご

発言をお願いしたいと思います。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

いいくら委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

いいくら委員、お願いいたします。 

（いいくら昭二 委員） 

この資料では環境審議会へ報告となっ

ていますが、審議会で審議されたことを

どのように反映するかということで、報

告というのは少し違う気がします。大切

なこととして、コンサルが一番重要なポ

ジションとは思いますが、足立区らしさ

というか、少なくとも足立区のことをし

っかりと分かって、地に足がついて現場

をしっかり見たうえでの工程表の作成を

ぜひともお願いします。これは要望でご

ざいますが、その点についてはどうお考

えでしょうか。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。審議の進め

方についてですが、事務局からお答えい

ただいてよろしいでしょうか。 

（工藤信 委員） 
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副区長の工藤でございます。 

ロードマップそのものは今のところ区

長が諮問をしていないので、審議事項で

はなく現状では報告という形になってい

ますが、審議事項にした方がよろしいで

しょうか。私どもとしては、ご意見をお

伺いして修正したうえでより良いものに

していくと考えていたところですが、も

しどうしても審議事項にした方が良いと

いうことであれば諮問させていただきま

す。ご意見があればお伺いします。 

（いいくら昭二 委員） 

これは足立区議会と足立区が一緒にな

って 2050 年までに実質ゼロを目指すた

めの工程表になるわけで、大変に重い判

断になると思いますので、その点を踏ま

えたうえで副区長のもとでぜひとも判断

していただきたいと思っております。 

（工藤信 委員） 

審議事項ということで今後諮らせてい

ただければと思います。なお先ほど委員

の皆様から絵に描いた餅にならないよう

にとのご意見がありましたので、なるべ

く実効性のある形で具体的に進められる

ようにしていきたいと思います。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。 

私からも補足をさせていただきたいと

思います。おそらくいいくら委員のご要

望については、報告事項として審議会が

報告を受けるという一方通行のやり方で

はなく、報告を受けたうえで審議会の委

員の立場から要望なり意見を出して、そ

れがまた工程表の検討に反映されていく

という双方向の検討が必要ではないかと

いう趣旨で受け止めました。 

私も全く同じような印象を持っており

まして、これは議会も同意したゼロ宣言

に向かって具体的な道筋を示すものです

から、単にコンサルと事務局で作るとい

うだけでは足りないと思っております。

広く区民の皆様のご意見を聞くという場

も場合によっては出るかもしれません。

そのような区の中の様々な主体の協力を

いただきながら工程表を具体的に進捗さ

せていかなければなりませんので、そう

いう点ではこの手続きにおいてもそれな

りの丁寧さといいますか、各方面の意見

を聞きながら進めていくことが必要では

ないかと思いました。おそらく副区長か

らもそういう趣旨のご発言があったもの

と理解をしております。 

他の委員はいかがでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

小泉委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

小泉委員、お願いいたします。 

（小泉俊夫 委員） 

こんにちは、小泉です。 

私は足立区の商工会議所から代表して

来ているんですが、先ほど言われた具体

的にどう取り組んでいくのかがあまり伝

わってきていません。今まで商工会議所

の工業部会や他の部会でも全体的には

SDGs ということでそれぞれやろうとし

ているのですが、足立区として何をして

ほしいのか具体的なものあれば工業部会

にも伝えたいと思っています。 

どう行動していけばいいのかというこ

とをはっきりしていただければ、伝えて

まいりたいと思っていますのでよろしく

お願いいたします。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

ご意見、ご要望と受け止めましたが、

事務局何かコメントがございましたらお
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願いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

今回の報告事項に関しましては、確か

に具体策というのは何も載っておりませ

ん。まず今回は現状の数字の把握と、そ

こから見えてくる検討の方向性の整理で

ございます。これから具体策をしっかり

出していきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。 

（須藤純二 環境部長） 

環境部長の須藤です。 

今の小泉委員からのご質問で何をやれ

ばいいのかということについでですが、

本年度事業者向けの相談会として省エネ

や創エネに取り組んでもらえるような企

画を考えています。そのときにはぜひ小

泉委員にもお声掛けしますので、事業者

の皆様のご参加を得て有意義なものにし

たいと思っています。実際には省エネ診

断として事業所を診断士に見てもらい、

どういった改修をすればいいのか具体的

な話し合いをしながら進めていくように

なるのですが、まずは大まかな流れを皆

様に知っていただいて、個々の事情に合

った補助金もございますので、そういっ

たものを活用しながらそれぞれの事業者

の省エネ行動につなげていきたいと思っ

ております。その時にはご協力をお願い

しいたします。 

（小泉俊夫 委員） 

例えばですが、足立区でもエアコンの

温度設定を何度にしようと決めているの

ですが、企業が言うとケチっているよう

に思われてしまうため、足立区として企

業の皆様に会社でもこうしてほしいとい

うことを大きくうたっていただけるとい

いと思っていますので、よろしくお願い

いたします。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

他の委員はいかがでしょうか。 

（佐藤強士 委員） 

よろしいでしょうか。 

（田中充 会長） 

佐藤委員、お願いいたします。 

（佐藤強士 委員） 

公共施設の照明を全て LED 化にしたら

CO2排出量がだいぶ減るのではないかと

思いまして、もしやっていなかったらそ

れを奨励したらどうかと思います。 

（田中充 会長） 

LED 化のことでご発言をいただきまし

たが、事務局いかがですか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

手元に具体的な LED 化の数字は持って

いないのですが、区内施設には街路灯も

含めて LED 化を推進しているところでご

ざいます。今後も着実に進めていきたい

と考えています。 

（工藤信 委員） 

副区長の工藤です。 

まず新築する場合は全て LED 化してい

ます。ただ古い学校でまだ改修を行って

いないところについては一部残っている

と思います。街路照明については全部

LED 化していますし、公園もほとんど

LED 化が終わっている状況でございま

す。今後全て LED 化するように進めてい

るところでございます。 

（田中充 会長） 

他の委員よろしいでしょうか。最後に

私から２、３コメントをさせていただき
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たいと思います。 

まずロードマップの意義について、例

えば 10 頁を見ていただきますと、区全

体のエネルギー使用量について 2030 年

度に 46％削減と考えたときに、現状の

トレンドよりも大幅に削減をしなければ

いけないということになります。ロード

マップいうのは、現状の排出傾向を目標

値に近づけていくための対策を盛り込む

という趣旨だ、ということでご説明があ

ったかと思います。 

これに関連して１点目は、エネルギー

使用量や CO2排出量の削減というのは、

区の努力に加えて、例えば東京都ではこ

れから太陽光発電の建物への義務化の動

きがありますし、国全体としても排出係

数の削減であるとか、あるいは事業者に

対する働き掛けとか、場合によっては規

制の強化を行うことを考えていくことに

なるのだろうと思います。したがって、

目標値に対して現状値から上乗せしてい

くというのは区の努力に加えて都や国の

努力も含めて全体として実を結んでいく

という前提があるということです。 

２点目は、エネルギー使用量や CO2排

出量は、オール東京 62 市区町村共同事

業「みどり東京・温暖化防止プロジェク

ト」のデータを活用しています。このデ

ータの出し方は東京都内の全ての自治体

のデータを、例えば家庭であれば世帯数

で按分するとか、産業であれば製造品出

荷額等で按分して推計したものになって

います。したがって家庭、業務、産業、

運輸といった部門を実測して積み上げた

データではなく、都全体のデータから足

立区だとこのくらいと割り振りをしてい

るデータです。つまり、仮に区が省エネ

努力を進めてもダイレクトにこの数値が

下がってくるものではなく、都全体のデ

ータが下がってくれば足立区の分も下が

ってくるということになりますので、ま

ずは都全体の削減が必要になってくると

いうことで、施策の効果が反映しにくい

という構造にあるということも理解して

いただくとよろしいと思います。 

つまり工程表を作るということを前提

に、目標の達成には他の要素も合わせて

努力していかなければいけないというこ

とについても留意しながら進めていただ

きたいと思いました。 

報告事項１についてはひとまずここま

でにしたいと思いますが、追加でご発言

の方がいらっしゃればどうぞお願いした

いと思います。 

よろしければ、それでは報告事項２に

移らせていただきます。それでは事務

局、説明をお願いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

それでは 33 頁の報告事項２をご覧く

ださい。再エネ 100 電力導入サポートプ

ラン協力金事業の実施についてのご報告

でございます。概要としましては、脱炭

素化における重要なテーマのひとつであ

る再生可能エネルギーの利用拡大策とし

て、令和４年度新規事業についてご報告

をさせていただきます。 

事業概要ですが、項番１（１）再エネ

由来の電力契約へ見直していただいた世

帯に協力金を支給するというものでござ

います。これによって再エネの積極的な

活用を促進してまいりたいと考えており

ます。対象といたしましては、一般家

庭、商店、小規模オフィスでございま

す。受付開始は６月 13 日予定でござい

ます。予算額としましては 1,000 万円
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で、１契約あたり２万円、500 件となり

ます。 

事業内容についてですが、区内建築物

の従量電灯ＢまたはＣの契約から再生可

能エネルギー100％由来の電力契約に切

り替えた個人または中小規模事業者に対

して、再エネ 100 電力導入協力金２万円

を支給いたします。２年連続でしていた

だくとさらに２万円支給するということ

で、最大２年間で４万円支給させていた

だくというものです。 

これをホームページ、あだち広報に掲

載予定でございますが、事業者との連携

も重要だと思っております。現状は区の

ホームページや区内の家電量販店での

PR をしっかりやっていくということ

と、事業者と連携して事業の周知をして

いくことも考えたいと思っています。 

さらに再エネ電力プランを取り扱う電

力事業者にこの制度を周知し、賛同事業

者としての登録を呼びかけているところ

でございます。事業者にとってもこの協

力金がインセンティブになれば、事業周

知の効果が期待できると考えておりま

す。私からは以上でございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

新規事業としての再エネ 100 電力導入

サポートプランという内容です。ご意

見、ご質問ありましたらお願いします。

会場の方はいかがでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

会場は特にございません。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

気になりますのは、いわゆる新電力に

切り替えるということになると思うので

すが、昨今のエネルギー価格の高騰によ

り電力が不足しているという状況の中

で、新電力が苦労されているということ

も聞いています。実際区内で再エネ

100％、あるいは再エネ率が高いエネル

ギー事業者はそれなりにあるものでしょ

うか。区内に限らなくても結構ですが、

そのあたりの実施可能性について事務局

では把握されていますでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

会長もご存じかもしれませんが、環境

省で再エネ 100 を取り扱っている事業者

の一覧がございますので、区民にも公開

していきたいと考えています。今新電力

は苦労されていて、実際新規の募集を停

止しているところも出てきており、厳し

いところもあるかと思っております。し

っかり情報収集していきたいと考えてい

ます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。 

それでは報告事項３に進めさせていた

だきます。環境基本計画指標の目標値設

定ということになります。それでは事務

局、説明をお願いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

皆様にご審議いただいた環境基本計画

指標の目標値設定でございます。こちら

は 2021 年度の世論調査の結果を踏まえ

て目標値を設定するということでご審議

をいただいておりましたが、世論調査の

結果が出ましたので、それに基づいて

2024 年度の目標値を設定させていただ

きました。 

施策群２-２の廃棄物の適正な排出と

処理に関する活動指標として雑紙を燃や

すごみではなく、資源として出している

区民の割合としていますが、調査結果が
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59.6％と出ましたので、目標値を 70％

とさせていただきました。 

施策群４-１の自然を大切にすること

を心がけている区民の割合については、

31.4％という調査結果が出ましたので、

目標値としては 40％を目指していくと

いうことでございます。施策群５-１の

日頃から環境への影響を考えて具体的に

行動している区民の割合については、

73.8％という数字が出ましたので、80％

と目標設定をさせていただきました。事

務局からは以上です。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。 

特にアンケート調査に基づくところを

中心に今回追加で指標を設定したという

ご説明です。何かご質問、ご意見ありま

したら、お願いしたいと思います。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

土屋委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

土屋委員、お願いいたします。 

（土屋のりこ 委員） 

先日舎人公園に行ったときに、遊びに

来られている方が、野生の水鳥に餌やり

をしていることが結構見受けられまし

た。餌やりをしないでくださいという看

板はありましたが、薄汚れて見えづらか

ったです。その方自身は自然にやさしく

ありたい、環境に配慮しているつもりで

されていても、実態としては野生の水鳥

に餌をあげてもいけないし、そもそもパ

ンをあげること自体健康によくないとい

うことであまり推奨されない行為です。

37 頁では活動指標として情報発信回数

が設定されていますが、大切にするとい

うことの中身をしっかり啓発していかな

いと、本人は大切にしているつもりでも

結果的に大切にしていない行為になって

しまうことで、生き物に与える影響も環

境に与える影響もありますし、不正確な

数値が出てきてしまいます。本当に環境

を大切にする、生き物を大切にするとは

どういうことなのかということの啓発も

併せてぜひお願いしたいと思います。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

特に行動を促すとか意識を促すといっ

たときによく留意してほしいというご趣

旨かと思いますが、事務局から何かコメ

ントはございますか。 

（工藤信 委員） 

舎人公園の話が出ましたのが、ただ餌

やりをやるなではなく、どうしてやって

はいけないのかという解説を書いていた

だくのが重要だと思いますので、東京都

にすぐ申し入れます。 

（田中充 会長） 

他の委員はいかがでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

田島委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

田島委員、お願いいたします。 

（田島のぞみ 委員） 

自然や生物多様性に対する理解の促進

について、ビオトープや生物園の体験と

かも含まれていると思いますが、枠がす

ごく少ないので、子どもを持つ親として

はもう少し枠を増やして、そういう体験

をさせていただきたいと思っています。 

また、応募方法が往復はがきのみのと

ころがすごく多いので、エコの観点やペ

ーパーレス化の観点からも、ネットや電

話での応募を可能にしてほしいと思いま

す。都市農業公園の体験などは、ほぼは

がきのみなのでご検討いただければと思
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いました。 

もう１つ、数年前に区役所で雑紙用の

ごみ袋を配っていたことがあって、すご

く重宝したのでありがとうございました

ということを伝えたかったです。またこ

れからも続けていただきたいと思ってい

ます。 

（工藤信 委員） 

副区長の工藤でございます。 

生物園や都市農業公園は指定管理制度

で民間の団体が募集をしていますが、な

るべくウェブを使ったりできるように申

し入れをさせていただきたいと思いま

す。 

（山本克広 足立清掃事務所長） 

清掃事務所長です。 

雑紙用の手提げ袋はイベントの時に啓

発のためにお配りしていまして、今はな

かなかイベントが少ないですけれども、

また検討していきたいと思っておりま

す。他には紙袋や少し大きめの封筒に入

れたり、新聞紙などでくるんで出してい

ただいても構いません。 

（田島のぞみ 委員） 

新聞紙ですか。 

（山本克広 足立清掃事務所長） 

はい。紙袋でお願いしますというと、

紙袋が家にないという方もいらっしゃい

ますので、そのときは新聞紙などでこぼ

れないようにくるんでいただくか、紐で

縛っていただいても構いません。 

（須藤純二 環境部長） 

環境部長の須藤です。 

雑紙用の手提げ袋は、コロナの前はお

配りしていましたが、あの袋に入れない

と出してはいけないのかということをよ

く聞かれました。今清掃事務所長から話

がありましたとおり、何に入れてもらっ

ても構わないものですので、しっかりと

啓発して皆様にご理解いただくことが大

事だと思います。冒頭にぬかが委員から

行動変容がすごく大事だという話があり

ましたけども、そういった一つひとつの

ことを丁寧に分かりやすく区民の皆様に

示していきたいと思っております。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

小泉委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

小泉委員、お願いいたします。 

（小泉俊夫 委員） 

この間雑紙を出したのですが、２度ほ

ど持っていっていただけないことがあり

ました。 

（山本克広 足立清掃事務所長） 

足立清掃事務所長です。 

せっかく出していただいたのに、持っ

ていかなかったことがあったということ

ですが、感熱紙とかが入っていて警告シ

ールが貼ってあればそのとおりなのです

が、それがなければ考えられるのはこち

らの手違いですので、後ほど集積所の場

所を教えてもらい改善に努めます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。よろしいで

しょうか、それでは報告事項４の説明を

お願いします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

報告事項４、環境基金審査会の実施結

果についてのご報告でございます。項番

１の応募でございますが、一般が２件、

ファーストステップが 28 件、合計 30 件

ございました。そのうち採択は、一般が

１件、ファーストステップが 26 件、合
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計 27 件でございました。 

項番２でございます。環境基金審査会

の開催日は今年２月 10 日、審査員は９

名で構成は学識、区議会、公募よる区民

委員、それぞれ３名ずつで審査をさせて

いただきました。 

採択された活動でございますが、一般

助成は進栄化成株式会社で、ペットボト

ルキャップを原料とした再生原料でトイ

レタリー製品の容器を製造し、さらに製

造過程について小学校で出前講座を行っ

て啓発活動をしていただくというもの

で、交付決定額は 1,000 万円でございま

す。 

続いてファーストステップ助成につい

てです。まず、合同会社ひとつやねのし

たについてですが、プラスチックフリー

の青果物販売として、昔ながらの八百屋

のようにかごに置いて野菜を販売した

り、普及啓発でチラシを配布する活動

で、交付決定額は 20 万円でございま

す。千住暮らしプロジェクトですが、区

内企業で廃棄される残紙でノートを作っ

てイベント参加者に配布をしていくとい

う活動で、12 万 4,000 円でございま

す。３番目が株式会社オプティで、不要

な化粧品で絵の具を製作し、それで子ど

もたちが絵を描くイベントを開催しま

す。イベントを通して廃棄物削減や資源

の重要性を訴えていくという活動で、19

万 8,000 円でございます。最後は区内の

商店街 23 か所からエコバッグを作成す

るということで申請がございました。こ

れは単に作成するだけではなく、プラス

チック削減に向けた普及啓発も行ってい

くという活動で、各商店街に 20 万円ず

つでございます。 

項番４、今後の予定でございますが、

第二期の募集がございます。４月 25 日

に募集を開始しまして、７月 25 日に審

査会を実施する予定でございます。今後

もしっかり普及啓発に努めていきたいと

考えています。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

ご質問、ご意見がありましたらお願い

したいと思います。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

いいくら委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

いいくら委員、お願いいたします。 

（いいくら昭二 委員） 

先ほども議論がありましたように、次

世代を担う子どもたちにどのような形で

環境をつないでいくかがすごく大切なこ

とだと思います。子どもたちはいろんな

インプットはしますが、認識したものを

どのようにアウトプットするかというこ

とがすごく大切になってくると思いま

す。これは足立区全体でやっていかなけ

ればいけないと思いますが、特に環境部

としてはどのように構想を練っているの

か、その点についてお伺いいたします。 

（田中充 会長） 

どうぞお願いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

おっしゃるとおり事業や講座というの

はお子さんたちに色々学んでもらうある

意味インプットというところかと思いま

す。お子さんたちが環境に関して大人た

ちに何か提案するものとしては、環境ポ

スターコンクールで環境についていろい

ろお子さんたちが絵を書いてみるという

事業や、環境かるたの読み札の募集もあ

ります。確かにお子さんたちが大人に何
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かを提案する仕組みも大切だといいくら

委員のご発言で再度認識させていただき

ました。 

（田中充 会長） 

よろしいでしょうか。 

（いいくら昭二 委員） 

環境ポスターは私も存じ上げているの

ですが、ぜひとも他区の実績などを見て

新たなアイデアというか。私が思ったの

は、子どもたちも環境基金助成に応募し

てもいいのではないかということです。

学校単位でいいと思いますが、子どもた

ちの新たな発想が、また新しい角度の発

想になるのではないかと思います。環境

というのはこれからの大切な課題になっ

てくると思いますので、足立区民みんな

で考えていかなければいけない課題だと

思っております。これを要望しておきま

すので、よろしくお願いします。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

制度全般の話なので少し時間をかけな

いと検討が難しいところでもあると思い

ますが、ご意見として承っておきたいと

思います。本日４つの報告事項を用意さ

せていただきまして、一通りご確認、ご

意見をいただきましたが、全体にわたっ

て何かありますでしょうか。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

ぬかが委員が挙手されています。 

（田中充 会長） 

ぬかが委員、お願いいたします。 

（ぬかが和子 委員） 

先ほど生物多様性の議論がありました

が、先月から今月にかけて花畑運河の護

岸工事において事件がありました。それ

は河川工事を行うということで入札不調

がずっと続いていたので、土木工事業者

が工事を行うことになりました。川を堰

き止めて工事を行うということで、始ま

ってみたらものの見事に川を埋めてしま

って、川にいる生き物や魚のことは何も

考慮されておらず、魚が浮いてきてしま

って、近所から苦情が殺到しました。結

局、苦情が殺到した中で下請け業者の提

案で、６月２日金曜日にやっと初めて生

き残った魚たちの救出かい掘り作戦を行

ったのですが、当初はそういう計画は何

もありませんでした。これは環境部の仕

事ではないのは分かっているのですが、

区として生物多様性地域戦略を持ってい

て、生物多様性や生き物の大切さを知る

ようにしようと言っている一方で、川を

埋めて魚が浮いてくるというのはないだ

ろうと思いました。 

環境アセスメントまではいかなくて

も、工事発注するのは都市建設部だった

り教育委員会だったりするわけですが、

ぜひ環境部との連携というか、風通しを

良くして生物多様性地域戦略に反しない

かどうかというチェックを色々な工事で

も今後やれるような、そして連携してこ

れなら大丈夫だと環境部も言ってあげら

れるような、そういう仕組みをぜひ教訓

化して作っていただきたいと思っていま

す。よろしくお願いします。 

（田中充 会長） 

ご指摘、ご意見をありがとうございま

した。 

今の点で、事務局からお答えすること

はございますか。 

（工藤信 委員） 

副区長の工藤です。 

確かに事前にかい掘りをして魚を捕獲

して移設するということが当初念頭にな

かったのは事実で、本当に至らなかった
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と思っております。工事を進めていくう

ちに水面をだんだん下げていって、そう

したら先々週あたりに急に暑くなって魚

が 130 匹ぐらい水面に浮いて死んでしま

いました。翌日は十何匹ぐらい死んだと

いうことで、その対策をしなければいけ

ないとなり、急遽魚を捕獲する事業者に

お願いして、捕獲して他の河川に戻しま

した。ぬかが委員おっしゃるとおり、私

どもがそこまで至らなかったということ

です。ただ今後は今回の反省を踏まえ

て、しっかりとそういった対策を取りな

がら河川工事を進めていきたいと思いま

す。地域の皆様にも大変ご心配をおかけ

しまして申し訳なかったと思っておりま

す。 

（田中充 会長） 

よろしいでしょうか。 

（ぬかが和子 委員） 

副区長に言っていただいたのはありが

たいのですが、例えば道路の工事など比

較的大きな工事をやる場合に、今回ほど

はいかなくても生物多様性地域戦略から

見たらどうなのと問われるような行為が

ないかを、きちんと連携してチェックで

きるような仕組みを、色々な工事の中で

も考えていっていただきたいということ

なので、ぜひよろしくお願いしたいと思

います。 

（工藤信 委員） 

副区長の工藤でございます。 

全庁でどんなことができるか、チェッ

クシートのようなものができるか検討さ

せていただきます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。 

委員からご指摘があった点について

は、副区長も言及されていましたが、公

共事業の環境配慮チェックシートを作る

ことが考えられると思います。例えば再

開発事業や道路整備事業といった大規模

な事業になればアセスメントという仕組

みがありますが、そこまで大規模でなく

ても一定規模以上の場合には事前に環境

上問題点がないか、工法や事業の場所と

いう観点から問題がないかをあらかじめ

チェックする手法はあると思います。副

区長がコメントされたチェックシートと

いうのはそのようなことを想定されてい

るのかと思います。こういった配慮をし

ておくことが環境上の被害をあらかじめ

防止することにつながると思いますの

で、ぜひご検討いただければと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

他にありますでしょうか。よろしいで

しょうか。それでは予定の議題はこれで

終了とさせていただきます。ロードマッ

プの件、それから他の３つの報告事項の

件について、それぞれに大変貴重なご意

見やご要望をいただきました。事務局と

して整理をしていただき、区の施策に反

映していただければと思います。それで

は今後の予定などについて事務局からご

説明をお願いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

事務局でございます。 

長時間にわたりご審議いただきありが

とうございました。次回の環境審議会で

ございますが、９月９日金曜日、午後３

時から開催予定です。会場は後日お知ら

せさせていただきます。次回もオンライ

ンを併用した形で開催する予定でござい

ます。事務局からは以上でございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。 

それではこれをもって令和４年度第１
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回環境審議会を閉会させていただきま

す。ありがとうございました。 

以上 




